
平成２７年 ９月１７日
記者発表資料 山形河川国道事務所

酒田河川国道事務所

国道４７号 新庄古口道路、余目酒田道路が
１１月に一部開通します

～また、１０月に高屋道路の起工式をおこないます～

国土交通省が事業を進めてきました、地域高規格道路 新庄酒田道路の一
部を構成する、国道47号「新庄古口道路」および、「余目酒田道路」のそれ
ぞれ一部区間について、下記のとおり開通日が決まりましたので、お知らせ
します。 また、平成１８年度に事業着手した「高屋道路」について起工式
をおこないます。

○開通による主な整備効果
効果１：災害に強い道路ネットワークの形成
効果２：冬期の円滑な交通の確保及
効果３：リサイクル産業拠点の発展に寄与
効果４：交通分散による混雑の緩和 等

●新庄古口道路【開通式】

１．開通区間 新 庄 市大 字本 合 海 ～ 新 庄 市大 字升 形 （延長 2.4km）
しんじようしおおあざもとあいかい しんじようしおおあざますがた

２．開通日 平成２７年１１月８日（日）

●余目酒田道路【開通式】

１．開通区間 酒田市新 堀 ～ 酒田市東 町 （延長 5.9㎞）
さ か た しにいぼり さ か た しあずまちよう

２．開通日 平成２７年１１月１４日（土）

●高屋道路【起工式】

１．起工式開催日 平成２７年１０月３０日（金）

※開通式、起工式の詳細は後日発表いたします。
※今回開通する区間は、無料となります。
※今回の開通区間については、余目酒田道路の一部区間を除き、自動車専用道路となり、

歩行者、自転車、軽車両、二輪車（125cc以下）は通行できません。

発表記者会：山形県政記者クラブ、新庄新聞放送記者会、酒田記者クラブ、鶴岡記者会、山形建設業界専門紙

問 合 せ 先

国土交通省 東北地方整備局

【新庄古口道路、高屋道路に関すること】 【余目酒田道路に関すること】
山形河川国道事務所 TEL 023-688-8421 酒田河川国道事務所 TEL 0234-27-3331

副所長（道路） 大 場 義 行 副所長（道路） 藤原 久
お お ば よ し ゆ き ふじわら ひさし

工務第二課長 大 泉 隆 是 工務第二課長 加藤 桂一
おおいずみ た か ゆ き か とう けいいち



新庄酒田道路 約50km
あまるめさかた

余目酒田道路
延長12.7km

しんじょうふるくち

新庄古口道路
延長10.6km

高屋道路
延長3.4km

【H29開通予定】

延長2.2km

【H29開通予定】

延長6.8km

凡 例
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金山町

新庄市

舟形町

尾花沢市

真室川町

鮭川村

戸沢村

大蔵村

酒田市

庄内町

三川町

鶴岡市

【今回開通】

延長2.4km

酒田中央ＩＣ

事前通行規制区間 8.0km
【連続雨量150㎜】

国道４７号 新庄酒田道路

【今回開通】

延長5.9km

【今回起工式】

特殊通行規制区間 0.9km
【河川氾濫】 事前通行規制区間 1.0km

【連続雨量150㎜】

たかや



国道４７号 新庄古口道路

新庄市大字本合海～大字升形 （延長 2.4km）

至

酒
田
市

至

大
崎
市

平成２７年１１月８日開通
新庄市大字本合海～新庄市大字升形

延長 ２．４km戸沢村大字津谷～戸沢村大字古口
平成２９年度開通予定 延長 ２．２km

新庄古口道路

国道47号 新庄古口道路 延長10.6ｋm
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しんじょうし おおあざ もとあいかい おおあざ ますがた



国道４７号 余目酒田道路

酒田市新堀～酒田市東町 （延長 5.9km）

余目酒田道路

国道４７号
余目酒田道路
延長 約１２．７㎞

平成２７年１１月１４日開通
酒田市新堀～酒田市東町

延長 ５．９㎞

庄内町廻館～酒田市新堀
延長 約６．８㎞

平成２９年度開通予定

酒田市東町

庄内町廻館

酒田市新堀

庄内町

酒田市

至 秋田市

至 鶴岡JCT

至 新庄市

至 新潟市

至 酒田みなとIC

さ か た し に い ぼ り さ か た し あ ず ま ち ょ う

自動車専用道路

歩行者、自転車、軽車両、二輪車
（125cc以下）は通行できません。



国道４７号 高屋道路

最上郡戸沢村大字古口 （延長 3.4km）

新庄古口道路

平成２７年１０月３０日起工式
最上郡戸沢村大字古口

延長 ３．４km
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災害に強い道路ネットワークの形成 （新庄酒田道路）

・国道47号の新庄古⼝道路及び⾼屋道路並⾏区間は、災害や事故による通⾏⽌めが集中
・新庄古⼝道路及び⾼屋道路の整備により、現道通⾏⽌め時の⼤規模迂回を解消

▲国道47号通⾏⽌め時の迂回ルート
▲国道47号の被災状況

通常時
57.3㎞
70分

通常時
57.3㎞
70分

迂回時
162.6㎞
154分

迂回時
162.6㎞
154分

大規模迂回
迂回距離2.8倍
迂回時間2.2倍

大規模迂回
迂回距離2.8倍
迂回時間2.2倍

酒⽥市

新庄市

19%

53%

81%

47%

0% 50% 100%

区間延長

通行止め回数

新庄古口道路、高屋道路並行区間
その他国道47号

新庄古口道路、高屋道路
並行区間に通行止めが集中！

【企業の声】
・国道112号、国道47号が同時に通行止
めとなった際、直前から国道113を迂回
し、大幅に時間を有した事がある。

・国道47号を通行時に、目の前で土
砂が流れてきた事があり、現在も通行
するのが怖い。

・道路整備による冬期、降雨時の安心な
通行に期待
(企業ヒアリング調査結果H27.2)

土砂崩れによる通行止め

雪崩による通行止め

▲⼭形県内国道47号の
通⾏⽌め内訳

R47山形県内
L＝86.4㎞

R47山形県内
104回/10年

新庄古口道路

高屋道路

余目酒田道路

新庄酒田道路

H27年度開通予定
延長5.9km

H27年度開通予定
延長2.4km



冬期の円滑な交通の確保 （新庄古口道路）

○冬期の円滑な交通を確保
・除雪や堆雪した雪により幅員減少
・交通確保の為の運搬排雪が冬期の円滑な交通を妨げ
【国道47号現道】

【新庄古⼝道路】 冬期でも円滑な⾛⾏が可能

2.5ｍ 2.5ｍ3.5ｍ 3.5ｍ

⼀次堆雪 ⼀次堆雪

⼀次堆雪 ⼀次堆雪

2.5ｍ 1.5ｍ3.25ｍ 3.25ｍ 0.75ｍ0.75ｍ

⼤型⾞のすれ違いが困難

冬期における新庄南バイパスの交通状況

国道47号現道の
運搬排雪区間

新庄古口道路

（㎞/h）

・国道４７号は堆雪幅不⾜や運搬排雪の影響により、速度が５割低下
・新庄古⼝道路の整備により、冬期間の⾛⾏速度が向上し定時性を確保

47.5  46.4 

32.8 

44.0 

60.0 
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40.0
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資料：民間プローブデータ（H26.12～H27.3）
冬期(H26.12～H27.3)の平日のうち降雪量の多い日（1日）
における朝ピーク時(7時～8時)上り方向旅行速度

新庄古⼝道路の整備により
新庄南バイパスと同⽔準の

⾛⾏性を確保

（㎞/h）
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低下

新庄南BP

（
仮
）
升
形
IC

（
仮
）
福
宮
形IC

（
仮
）
津
谷
IC

延長2.4km



最上地域の観光振興を支援 （高屋道路）

2,498 

2,116 
2,255 

2,596 
2,759 

2,000

2,500

3,000

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
資料：山形県観光者数調査

・最上地域を訪れる観光客は、東⽇本⼤震災で減少したが順調に回復し増加傾向
・⾼屋道路の整備により、最上〜庄内間の広域観光の促進とインバウンド観光客増に期待

▼最上地域の観光者数（延数）の推移（千⼈）

東日本大震災
Ｈ23.3.11発生

▼最上川⾈下りに訪れた外国⼈観光客数の推移
（⼈）

▲最上川⾈下りの乗船例

○⼈気の最上川⾈下りは、外国⼈観光客数も順調に回復
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3,228 3,956 

6,199 
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平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
資料：戸沢村提供資料

▼最上川⾈下りに訪れた外国⼈観光客数の推移（⼈）
東日本大震災
Ｈ23.3.11発生

○最上地域の観光客は増加傾向
▲最上地域の主要観光地

国道４７号は、最上～庄内地域
を結ぶ広域観光ル－ト

最上地域新庄古口道路

高屋道路

余目酒田道路

新庄酒田道路

【降船所】

【乗船所】

酒田方面から
の観光客は
降船所へ駐車

最上川舟下り

新庄方面から
の観光客は
乗船所へ駐車

路線バスで移動

高屋道路

仙人峡

47

年間乗船者数
約９万８千⼈(H26)

酒田

鳥海山

最上川
舟下り

出羽
三山

銀山
温泉

山寺

蔵王

山形空港

H27年度開通予定
延長2.4km

H27年度開通予定
延長5.9km

▲外国⼈観光客が訪れる主な観光地
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その他（廃土砂、牛皮（再生資源）、中古重機など）

中古品（自動車関係）
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廃プラスチック

金属くず

石炭灰

（万トン）

代前半

新庄南バイパス開通

約９０万ｔ
将来推計値

新庄酒⽥道路

H27年度開通予定
延⻑2.4km

余⽬酒⽥道路

3.7千ｔ/年

1.4千ｔ/年

2.9千ｔ/年

2.8千ｔ/年

4.2千ｔ/年

16.1千ｔ/年

0.9千ｔ/年

酒田港
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※累計値

新庄南バイパス開通（H14)

「リサイクルポート」に指定（H15）

物流の効率化により、リサイクル産業拠点の発展に寄与 （新庄酒田道路）

▼酒⽥港後背地における
リサイクル関連企業の⽴地件数

▼酒⽥港周辺における
リサイクル貨物の輸送実績

出典）酒⽥市資料

出典）
輸 出：酒⽥港統計年報
移出⼊：H25リサイクル関連企業アンケート調査
※酒⽥港周辺のリサイクル関連企業18社のうち9社が回答
※⾃動⾞で移出⼊されるリサイクル貨物のうち代表的な品⽬について、
各事業所から回答を得たもの

R47経由
・金属 ・燃え殻
・古紙 ・その他

宮城県・
福島県

中国

韓国

新潟県

R47経由
・燃え殻 ・固化汚泥
・再生砕石

・金属
・再利用資材

・金属

青森県・
秋田県

R7経由
・金属 ・燃え殻
・プラスチック類

R47経由
・金属 ・燃え殻
・汚泥 ・プラスチック類

R47経由
・燃え殻・古紙

R7経由
・金属
・プラスチック類

R7経由
・古紙

R47経由
・金属 ・固化汚泥
・燃え殻 ・木チップ
・プラスチック類

宮城県・福島県・

関東地方・村山・
置賜地域

山形道経由
・プラスチック類
・がれき類

山形道経由
・古紙

関東地方・
村山・置賜地域

R47経由
・金属
・プラスチック類

秋田県・岩手県・
最上地域

凡例

高規格道路（供用済区間）
事業中区間
未事業化区間
一般国道

移入

移出

輸出

⼭形県のサイクル産業の取り組み⽅針
リサイクルポート酒⽥港の周辺地域に物流ネットワーク機能
を整備し国内有数のリサイクル産業拠点の形成を⽬指す。
出典）第3次⼭形県総合発展計画（計画期間：H22〜おおむね10年)

・重要港湾の酒⽥港は、「リサイクルポート」の指定に伴い、リサイクル関連の企業⽴地が促進
・リサイクル貨物取扱量は年々増加しており、酒⽥管内の有効求⼈倍率は県平均の約1.2倍
・新庄酒⽥道路の整備により物流の効率化が図られ、リサイクル産業拠点の発展に寄与

▼酒⽥港におけるリサイクル貨物取扱量

出典）⼭形県資料（H13〜H26）
酒⽥港港湾計画（H18.7）（将来推計値）

出典）⼭形労働局、⼭形県資料
（Ｈ19年度〜Ｈ25年度、H26年は1⽉〜12⽉の平均値）

▼酒⽥管内（酒⽥市,遊佐町,庄内町）の有効求⼈倍率

0.72
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0.36
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0.68
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0.36
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0.69
0.91
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0.4
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1.6

H19年度 H20年度 H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26

酒田管内

山形県

酒⽥港リサイクル貨物取扱業者の声
⼈⼝減少社会において、リサイクル産業を
持続させていくためには、⾼規格道路を有効
に活⽤しながら事業エリアの拡⼤を図ってい
くことが必要である 県平均の

約1.2倍

リサイクル貨物取扱量は
年々増加傾向

約２.８倍
(H13→H26)

▼酒⽥港とリサイクル貨物
（古紙）の積み込みの様⼦

新庄古⼝道路⾼屋道路

4.2千ｔ/年

H27年度開通予定
延⻑5.9km



国道７号・

国道４７号経由

余目酒田道路

（H27開通予定区間）経由

▼区間延長

国道７号・

国道４７号経由

余目酒田道路

（H27開通予定区間）経由

▼信号の数
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出典） H22道路交通センサス

（両
羽
橋
）

交通分散により大宮交差点の混雑が緩和 （余目酒田道路）

砂越駅

北余目駅

余目駅

南野駅

酒田市役所

▼国道7号の交通状況と余⽬酒⽥道路の開通による移動経路の変化
至 秋田

至 新庄

H27年度
開通予定

（延⻑5.9km）
庄内中央
大橋（仮）

出羽大橋

日本海
総合病院

最上川
白鳥大橋

両羽橋

107百台/⽇
（H22)

362百台/⽇
（H22）

国道7号両⽻橋の交通量は
県内国道で1番⽬に多い！

• 国道7号酒⽥市両⽻地区は県内の国道で最も交通量が多く、朝⼣通勤時に⼤幅な速度低下が発⽣
• 余⽬酒⽥道路の整備により、交通分散が図られ、国道7号の混雑緩和が期待

▼⼭形県内直轄国道の交通量

至 鶴岡

至 秋田

▼⼤宮交差点付近の⼣ピーク時下り⽅向の混雑状況
（H27年3⽉6⽇撮影）

至 鶴岡

庄内町⽅⾯から酒⽥市街地への経路

国道7号・国道47号
余⽬酒⽥道路(H27開通予定区間)

主要渋滞箇所 ⼤宮交差点
混雑時旅⾏速度は8.4km/h

下り⽅向(平⽇午後17時台)
出典）H26年9⽉（平⽇）⺠間プローブデータ

バス事業者の声
• 余⽬酒⽥道路の整備により、酒⽥〜余⽬
の交通が分散するため、両⽻橋から⼤宮
交差点の朝⼣ピーク時の渋滞が緩和され、
定時性の向上が期待されます。

H29年度
開通予定

（延⻑6.8km）

余
⽬
酒
⽥
道
路

距離が短く、
信号も少ない

7.9km
5.9km

8箇所

4箇所

延⻑が
2km短縮

信号の数が
半分に減少

▼区間延⻑ ▼信号の数



所要時間が短くなる通勤経路が増えます （余目酒田道路）

砂越駅

北余目駅

余目駅

南野駅

酒田市役所

▼余⽬酒⽥道路の開通による所要時間の変化

庄内町⇔酒⽥市街地への経路と所要時間

国道7号・国道47号

国道47号・
余⽬酒⽥道路
(H27開通予定区間)

余⽬酒⽥道路(全線)

至 鶴岡

下り方向

至 秋田

至 新庄

庄内中央
大橋（仮）

出羽大橋

日本海
総合病院

最上川
白鳥大橋

両羽橋

• 庄内町と酒⽥市の間では約4,000⼈が通勤
• 余⽬酒⽥道路の整備により、通勤時間の短縮が期待

※規制速度70km/時（現道活⽤区間60km/時，40km/時）
出典）⺠間プローブデータ（H26.9 17時台下り⽅向）

H27年度
開通予定

（延⻑5.9km）

H29年度
開通予定

（延⻑6.8km）

余
⽬
酒
⽥
道
路

約7分
所要時間短縮

約12分

約15分

約22分

▼庄内町⇔酒⽥市間の通勤者数

庄内町酒⽥市

4,000⼈が通勤

1,393⼈

2,756⼈ 出典）H22国勢調査

庄内町から酒⽥市への
通勤者の声

• 国道7号から国道47号への道の
りは、天候によりかなり渋滞す
ることがあり、職場への到着が
遅れてしまうことがある。

• 余⽬酒⽥道路の利⽤により、渋
滞を避けることができるため、
所要時間が短縮し通勤時のスト
レスが軽減すると思う。

鉄道・電⾞

4%

⾃家⽤⾞

90%

⾃転⾞

3%

その他

▼庄内町⇔酒⽥市間の
通勤・通学⼿段

出典）H22国勢調査
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